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保 険 料 は？保 険 料 は？
国保に対する議会からの質疑

統一に向けての準備は順調？ スケジュールは？Q
A 現在、県と市町村で具体的な課題について協議を重ねています。市町村の国民健康保険
連携会議や、県と市町村の代表によるワーキンググループも随時開催されています。連
携会議では運営方針案について、変更後の財政見通しや保険料（税）の標準的な算定方
法、医療費の適正化に対する取り組み事項等に関して詳細な説明がありました。市でも
準備を適正に進めており、平成28年度からシステム改修を行い準備に取り組んでいます。

中央市では所得に応じて2割・5割・7割の保険税軽減措置があるが、広域化された場合は
どうなる？
Q

A 軽減措置は広域化とは関係なく、市の条例に基づき行っています。制度改正後も中央市
では引き続き、所得に応じた軽減措置を実施します。

既に大阪府や青森県など、いくつかの他府県では標準保険料（税）率の仮試算が公表さ
れている。山梨県ではいつ公表されるの？
Q

A 山梨県に確認したところ、平成29年11月ごろに試算ができて、平成30年1月に市町村ご
とに公表される予定です。県の動向を注視していきます。

A 広域化に伴い、算定方式は資産割を除いた3方式に基本的には統一される予定です。

現在、保険税の算定方式は居住用資産などの収益性の無い土地・建物にも賦課する資産
割を含めた4方式が採用されている。他市町村では資産割を除いた所得割（※1）・均等割
（※2）・平等割（※3）の3方式にしている所もあるが、広域化後も中央市の４方式は変わ
らないの？

Q

※1…各世帯の加入者の前年所得に応じて計算されます。
※2…所得や年齢に関係なく、加入者一人あたりに計算されます。
※3…一世帯あたりに計算されます。
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（※資格や保険料（税）等の身近な手続き窓口は、引き続き住んでいる市町村で行います）

平成30年4月より、国民健康保険制度が変わります。
今まで各市町村が運営してきた国民健康保険（※以下、国保）ですが、今後は県が財政運
営の責任主体となり各市町村が統一的な方針に沿って広域的に運営されていきます。

　この10年で70歳以上の高齢者は1.3倍に、国民医療費も1.3倍に増加しました。
　20年前の1995年には27兆円だった国民医療費ですが、高齢化や医学・医療の進歩、新技術の導入
など、多くの要因によって2015年には42兆3,000億円という数字に膨れ上がっています。更に10年後
の2025年には61兆8,000億円に上る見込みです。既に国保は「年齢構成が高く医療費水準が高い」・
「所得水準が低く運営主体の負担が重い」・「財政が不安定になるリスクの高い運営主体や、既に財政赤
字の運営主体が多く存在する」といった問題を抱えています。
　そこで、制度の見直しが図られ、国からの公費拡充や、今まで各市町村による運営から都道府県を中
心とする運営に変わることで、持続可能で安定的な運営ができる医療保険制度の構築を目指すことに
なりました。

なぜ広域化が必要？

●今までは各市町村が個々に保険給付費を推計す
る中で保険料負担額を独自に決定し運営されて
きましたが、制度改正後からは、市町村は県が
示す標準保険料（税）等を参考に必要な保険料
（税）率を決定、賦課・徴収します。

●県は市町村ごとの標準的な保険料（税）率を公
表（住民負担の見える化）し、市町村間の負担
額の比較ができるようになります。

●県は市町村ごとの医療費水準や所得水準に基
づき決定した運営に必要な経費を納付させ、保
険の給付に必要な費用を全額、交付金として各
市町村に対して支払います。

●広域化により、県内他市町村への引越しをして
も同一世帯と認められれば、高額療養費の限度
額支払回数がリセットされず、経済的負担が軽
減されます。

●県が主体となって、統一的な方針を定め各市町
村が行う事務の効率化・標準化・広域化を推進
します。

なにが変わるの？

特集 どう な るどう な る

国保広域化のイメージ
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　6月定例会は6月1日から6月16日までの16日間の会期で開催され、市長提案の
条例関係8案件、補正予算5案件、報告関係4案件、また請願1件を審議しました。

軽減措置拡大軽減措置拡大
2億1,876万円を増額

総額130億9,676万円に
※数字は1号補正（専決処分）と2号補正を集約したものです。

▲161万円
313万円

13億4,329万円
8,570万円

下水道事業特別会計

田富よし原処理センター事業特別会計

総　額補正額会　計　名

平成29年度特別会計補正予算

平成29年度一般会計補正予算

トレイルランニングのイメージ
（ゆずの里「絶景ラン&ウォーク」大会の様子）

総務費
増設庁舎へ新たに移設する
サーバ室の設計委託料

・
1,239万円

地域密着型介護老人福祉施設の
開設に向けた準備や整備に対する
補助金

・

1億4,184万円

民生費

土地改良施設等基盤整備事業
工事請負費等

・
2,152万円

農林水産業費

田富図書館への下水道接続工事に
対する請負費など

・
225万円

新規事業「トレイルランニング」の
実行委員会に対する補助金

・
100万円

教育費

おもな内容
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おもな条例改正

●下水道の使用料が平成30年5月から値上がりします。

　健全かつ安定的な下水道事業の運営のため、
平成30年5月の検針（一部地域を除く）から、下水道
の使用料が下記のとおり改訂になります。

（下水道使用料条例の改正）

【反対】
　法律で規定される公共的な目的を担うことは重要で、そ
のために公費を充てることは当然。今年から水道料金も値
上げされ、さらなる市民負担増となる値上げは賛成できない。

【賛成】
　現状、一般会計からの多額な繰入れにより成り立ってい
る。本来は独立採算が原則。下水道を使用していない市民
へも負担を迫ることは、公正公平とは言い難い。健全かつ
安定的な下水道事業の運営のためには条例の改正は必
要。内容も、市民生活を鑑みる中で、3段階に分けて総務省
の示す単価に近づけるよう配慮もされている。

公共下水道使用料
●10m³までの基本料金（1カ月当たり）

・・・・・・800円⇒900円

・10m³超～30m³まで
・30m³超～50m³まで
・50m³超

・・・・・・・100円⇒110円
・・・・・・・120円⇒135円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・140円⇒156円

●使用量による超過水量料金（1m³あたりの料金）

独自の保育料独自の保育料
　法律施行令の一部改正などにより、所得に応じた一部世帯の保育料負担額の上限が引き下げられました。ま
た、市民税非課税世帯における第2子以降の保育料無料化や、所得に応じた一部世帯（ひとり親世帯）などへの
保育料負担額の軽減措置拡大など、子育て支援が拡充します。　
　その他、所得に応じた一部世帯の3号認定（保育を必要とする3歳未満児）を受けた第2子について、県の制度
では満3歳に到達した翌月から2号認定へ移行し無料化から外れますが、中央市では独自の子育て支援策とし
て、満3歳到達以降もその年度中は無料化を継続させることになりました。

（特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額等に関する条例の改正）

●一部世帯の保育料について負担額の上限が引き下げられました。
　また、保育料について負担額の軽減措置が拡大されます。

　地方税法施行令の一部改正に伴い、平成29年4月より、国民健康保険税の減額対象となる所得の基準が引
き上げられました。

（国民健康保険税条例の改正）

●平成29年4月から
　国民健康保険税について負担軽減の対象世帯が拡大しました

　国民健康保険税には、所得の低い人への負担を軽減するため、世帯の総所得に応じて均等割額（被保険
者1名あたりの課税額）と平等割額（1世帯あたりの課税額）の7割・5割・2割を軽減する措置があります。これは
住民税申告をしないと受けることができません。

解 説
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（一般会計予算繰越明許・下水道事業特別会計予算明許繰越・一般会計予算継続費の
　逓次繰越・上水道事業会計予算繰越）

■繰り越しする主な事業は以下のとおりです。

臨時福祉給付金支給事業
田富玉穂大津線道路整備事業
橋梁長寿命化修繕事業
都市公園建設事業
公共下水道事業
市道田富Ⅰ-6号線及び
市道玉穂3253号線改良事業

・・・・・・・・・・・・・・・・3,347万円
・・・・・1億4,182万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8,195万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,750万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億2,500万円

………7,071万円

報告案件

とこたっま決で会例定月6

●平成28年度予算で計上された事業のうち、22の事業について、関係機関との
　協議に想定外の日数を要していることや、国の予算成立に伴う事業など、年度内で
　の完了が困難という理由から、平成29年度へ繰り越しをすることが報告されました。

2,436万円を増額

総額129億7,352万円に

平成28年度一般会計補正予算（専決処分）

おもな内容

民生費
保育士（臨時職員）の賃金 ▲2,570万円

土木費
市道玉穂中央通り線整備事業の委託料 ▲510万円

諸支出金
財政調整基金積立金 1億2,450万円

総務費
ふるさと納税に対する返礼品のための費用
自治体情報セキュリティ強化対策事業の委託料等
3庁舎の光熱水費

▲700万円
▲1,100万円
▲545万円



閉会中の調査・研究報告
◆日　時　平成29年5月26日（金）
　　　　　午後1時30分～
◆テーマ　「介護保険の給付縮小・負担増を中止し、充実を求める意見書提出を求める請願」
　　　　　について

　委員会審議で継続審査となっている「介護保険
の給付縮小・負担増を中止し、充実を求める意見書
提出を求める請願」について、勉強会を実施しまし
た。
　今回、当局の高齢介護課長からも丁寧な説明や
最新の情報等をいただき、介護保険の現状・諸問
題、また検討されている介護保険制度の見直し状
況について確認・検証しました。
　委員からは、制度の持続性の観点からの質問や、
検討されている負担増の対象者について確認がさ
れました。

とこたっま決で会例定月6
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介護保険の給付縮小・負担増を中止し、充実を求める意見書提出を求める請願

・
・
請　願　者
紹介議員

山梨県社会保障推進協議会　会長　飯塚　譲　
木下友貴

請願審査

　厚生労働省社会保障審議会の介護保険部会で検討されている、介護保険のさらなる給付削減・負担増を図る
内容が盛り込まれた介護保険制度の見直しについて、検討を中止し制度の充実を強く要望する旨の意見書を諸
機関へ提出することを請願するもの。

【請願事項】

　本請願は昨年の12月定例会で厚生常任委員会に付託され、継続審査となっていました。常任委員会では国の
情勢を注視しつつ、5月には市の関係課から介護保険の現状と諸問題について説明を受ける勉強会を開催する
など、慎重に審議を重ねてきました。制度改正の内容について調査・研究する中で意見集約した結果、不採択とす
べきものとする委員長報告が今定例会に提出されました。
　報告を踏まえ、本会議において起立による採決を行い、起立少数により不採択と決定しました。

【審査内容】

高齢介護課長から介護保険の現状説明を受けました
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条例
制定
改正

承
認○○○○○○○○○○○○○○○○

可
決○○○○○○○○○○○○○○○○

可
決○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○×○○○○○○○○○○○○

29
年度
予算

専決
処分

・中央市税条例中改正の件

・平成28年度一般会計補正予算（第7号）

・中央市国民健康保険税条例中改正の件

・平成29年度一般会計補正予算（第1号）

・中央市工場立地法に基づく緑地面積率等に係る準則を定める条例制定の件

・中央市個人情報保護条例及び中央市情報公開条例中改正の件

・中央市印鑑条例中改正の件

・中央市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
　に関する基準を定める条例中改正の件

・中央市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用
　者負担額等に関する条例中改正の件

・平成29年度下水道事業特別会計補正予算（第1号）

・平成29年度田富よし原処理センター事業特別会計補正予算（第1号）

・中央市下水道使用料条例中改正の件

・平成29年度一般会計補正予算（第2号）

 ※斜線は欠席により採決には加わっていないことを示します。

不
採
択

×××○××××××××××××・介護保険の給付縮小・負担増を中止し充実を求める意見書提出を求める請願請願
審査



母校・田富北小でのパブリックビューイング（世界卓球選手権 準決勝）

告報政行の長市

9

6

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

中
央
市
長

田
中
久
雄

市

の
長

政
行

告
報

5月から10月をクールビズ期間
地球温暖化防止と節電対策に配慮し
エネルギー消費量減少に取り組みます

　

平
成
30
年
度
を
初
年
度
と

す
る
第
2
次
長
期
総
合
計
画

の
策
定
に
向
け
、
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
基
本
構
想
の

素
案
を
検
討
し
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
計
画
策

定
を
行
い
、
市
の
明
る
い
未

来
を
切
り
開
く
10
年
の
道
筋

を
描
い
て
い
き
ま
す
。

　

基
本
設
計
を
も
と
に
協
議

を
進
め
、
実
施
設
計
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
12
月

を
め
ど
に
ま
と
め
る
予
定
で
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
丁
寧
な
情

報
提
供
や
広
く
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
平
成
31
年
度
完
成

に
向
け
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

医
療
の
高
度
化
等
に
よ
る

医
療
費
の
増
加
が
進
み
、
国

保
財
政
は
逼
迫
し
た
状
況
で

す
。
持
続
可
能
な
医
療
保
険

制
度
構
築
の
た
め
、
市
町
村

と
都
道
府
県
が
連
携
を
密
に

し
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の

健
全
化
に
向
け
、
県
と
も
連

携
し
広
域
化
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

用
地
取
得
事
務
の
委
託
を

J
R
東
海
か
ら
受
け
た
県
は
、

本
格
的
な
用
地
買
収
を
進
め

る
体
制
を
強
化
し
、
順
次
買

収
を
始
め
ま
す
。
ル
ー
ト
上

に
あ
る
市
の
公
共
施
設
も
方

向
性
が
見
え
、
関
係
機
関
と

連
携
し
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
対

応
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
出
身
で
卓
球
の
平
野
美
宇
選
手
が
、
ア
ジ
ア
卓
球

選
手
権
で
優
勝
し
ま
し
た
。
米
国
で
開
催
の
女
子
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
最
年
少
優
勝
や
、
全
日
本
卓
球
選
手
権
優
勝
に

続
く
快
挙
に
、
多
く
の
市
民
が
喝
采
を
送
り
ま
し
た
。

行
政
報
告

7
月
3
日
か
ら
始
ま
っ
た
ス
ー
パ
ー
ク
ー
ル
ビ
ズ

国
民
健
康
保
険
の

広
域
化

第
2
次
長
期
総
合
計
画

市
庁
舎
整
備
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高齢者全体への支援策の中で検討

運転免許証の自主返納者への支援は

金丸　俊明 議員

防
災
拠
点
と
し
て
も
整
備
す
る

新
設
さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
公
園
」

の
活
用
は

議
員

関　

敦
隆

金
丸
議
員　

①
返
納
状
況
と

「
運
転
経
歴
証
明
書
」
の
特

典
制
度
の
周
知
は
。

②
支
援
事
業
拡
大
の
検
討
は
。

③
返
納
し
た
高
齢
者
の
足
と

し
て
の
外
出
支
援
は
。

④
「
自
主
返
納
サ
ポ
ー
ト
制

度
」
は
。

リ
ニ
ア
交
通
政
策
課
長

①
22
年
か
ら
本
年
3
月
ま
で

に
、
2
0
4
人
が
返
納
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
車
体
へ
の

表
示
な
ど
で
周
知
し
て
い
る
。

②
現
行
の
事
業
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の

無
料
化
、
タ
ク
シ
ー
1
割
引

き
の
優
遇
策
を
実
施
し
て
い

る
。
そ
れ
以
外
は
現
在
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

④
各
種
割
引
や
優
遇
な
ど
の

特
典
を
受
け
ら
れ
る
制
度
は
、

高
齢
者
全
体
へ
の
支
援
策
の

中
で
検
討
し
た
い
。

【
関
連
質
問
】

▼
名
執
義
髙
議
員

▼
田
中
輝
美
議
員

関
議
員　

子
ど
も
の
体
力
向

上
、
子
育
て
支
援
、
自
然
観

察
の
機
能
な
ど
を
充
実
さ
せ

た
公
園
整
備
を
願
う
。
子
ど

も
の
健
全
育
成
に
活
用
で
き

る
、
プ
レ
イ
パ
ー
ク
の
ス
ペ

ー
ス
確
保
は
。

市
長　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

建
設
に
伴
う
、
田
富
北
小
学

校
移
転
に
よ
り
一
部
廃
止
と

な
る
、
田
富
ふ
る
さ
と
公
園

の
代
替
と
し
て
、
新
た
な
公

園
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
ポ

ー
ツ
、
健
康
増
進
、
文
化
活

動
、
教
育
の
場
、
憩
い
の
場

な
ど
、
多
様
な
需
要
に
対
応

す
る
だ
け
で
な
く
、
防
災
拠

点
と
し
て
の
総
合
公
園
と
し

た
い
。
現
在
、
プ
レ
イ
パ
ー

ク
の
整
備
予
定
は
な
い
が
、

市
民
か
ら
の
機
運
が
高
ま
る

な
ど
の
動
向
を
踏
ま
え
検
討

す
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
名
執
義
髙
議
員

▼
小
池
章
治
議
員

世田谷区にあるプレーパーク

運転経歴証明書の見本
（山梨県警HP掲載パンフレットより）
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効果を検証する

特殊詐欺を防ぐ
ボイスポリス導入は

田中　清 議員

連
携
・
啓
発
に
努
め
る

地
域
で
看
取
る

議
員

名
執　

義
髙

中央市農業者会議の指導による耕作放棄地での農作業

生涯学習館で行われた市民講座「地域で生ききる」
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保
育
園
と
の
連
携
・
研
修
は
。

市
長　

①
「
子
ど
も
健
康
支

援
事
業
」
で
、
3
歳
児
健
診

か
ら
継
続
的
に
観
察
・
支
援

し
て
い
る
。

②
本
市
で
は
、
す
で
に
連
携

体
制
が
実
現
し
て
い
る
。

③
県
と
連
携
し
、
関
係
者
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
関　

敦
隆
議
員

▼
名
執
義
髙
議
員

本市の特色を生かした
読書活動の推進を図っていく

読書意欲を高める
取り組みは

田中　輝美 議員

統合も検討される田富総合会館

田
中
議
員　

①
図
書
館
の
利

用
状
況
は
。

②
「
読
書
通
帳
」
の
導
入
は
。

教
育
長　

①
昨
年
度
の
貸
出

は
3
5
5
、
5
9
3
冊
。

②
6
月
か
ら
、
自
書
式
の
通

帳
を
希
望
者
に
無
料
配
布
。

田
中
議
員　

新
入
学
児
童
生

徒
学
用
品
費
の
入
学
前
支
給

は
。

教
育
長　

中
学
生
は
新
年
度

か
ら
前
向
き
に
検
討
。

田
中
議
員　

①
発
達
障
が
い

早
期
発
見
の
た
め
の
5
歳
児

健
診
は
。

②
保
健
・
福
祉
・
教
育
の
窓

口
一
本
化
に
つ
い
て
。

③
三
重
県
の
方
式
を
参
考
に
、
木
下
議
員　

①
総
合
会
館
統

合
の
経
過
は
。

②
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
は
。

管
財
課
長　

①
27
年
度
に
他

施
設
と
の
複
合
化
が
、
28

年
度
に
老
朽
化
・
耐
震
性
等

の
課
題
が
示
さ
れ
た
。
統
合

を
視
野
に
入
れ
検
討
す
る
。

②
敷
地
内
各
施
設
に
つ
い
て

も
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

木
下
議
員　

①
国
保
広
域
化

へ
向
け
て
、
事
業
費
納
付
金

な
ど
県
か
ら
の
試
算
は
。

②
経
済
的
に
苦
し
い
世
帯
に

対
す
る
執
行
停
止
措
置
は
。

保
険
課
長　

①
現
在
、
県
は

事
業
納
付
金
・
標
準
税
率
の

公
表
に
向
け
分
析
を
行
っ
て

い
る
段
階
。

②
困
窮
者
に
は
折
衝
の
上
、

分
納
や
執
行
停
止
を
実
施
。

木
下
議
員　

①
地
上
設
置
型

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
現
状
は
。

②
改
正
F
I
T
法
へ
の
見
解

と
対
応
に
つ
い
て
。

環
境
課
長　

①
28
年
12
月
現

在
、
10 

kw
以
上
2
9
3
件
、

総
容
量
8
、
2
9
4 

kw
。

ト
ラ
ブ
ル
は
雑
草
繁
茂
が
1

件
。

②
市
で
は
景
観
条
例
を
基
に

助
言
・
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
県
に
お
い
て
新
た
な

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
や
県

市
町
村
連
絡
協
議
会
が
設
置

さ
れ
、
指
導
体
制
を
構
築
す

る
。

【
関
連
質
問
】

▼
田
中
健
夫
議
員

▼
福
田
清
美
議
員

玉
穂
と
の
統
合
も
視
野
に
入
れ
検
討

田
富
総
合
会
館
は

議
員

木
下　

友
貴

今年度より導入された読書手帳
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総
務
教
育
常
任
委
員
会

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
件

（
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）

〈
政
策
秘
書
課
〉

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
額
に

対
す
る
返
礼
品
の
価
格
を
3
割
以

内
に
す
る
よ
う
総
務
省
か
ら
通
達

が
あ
っ
た
が
、
本
市
の
状
況
は
。

答　

本
市
で
は
返
礼
品
の
価
格
を

3
割
以
下
に
抑
え
て
い
る
。
総
務

省
よ
り
調
査
が
あ
っ
た
が
、
指
導

は
な
か
っ
た
。

〈
管
財
課
〉

問　

3
庁
舎
の
維
持
管
理
事
業
費

が
減
額
と
な
っ
た
要
因
は
。

答　

主
に
玉
穂
・
豊
富
庁
舎
は
平

成
28
年
7
月
よ
り
新
電
力
会
社
に

切
り
替
え
た
。
電
気
料
金
が
下
が

っ
た
事
に
よ
る
減
額
。

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

〈
政
策
秘
書
課
〉

問　

以
前
、
将
来
的
な
レ
ン
タ
ル

サ
ー
バ
化
や
災
害
時
等
を
考
慮
し

た
デ
ー
タ
の
他
県
管
理
に
つ
い
て

検
討
す
る
旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

検
討
結
果
は
。

答　

基
幹
系
メ
イ
ン
サ
ー
バ
は
平

成
29
年
度
に
ク
ラ
ウ
ド
化
し
、
県

外
で
管
理
す
る
方
向
。
そ
の
他
の

内
部
情
報
系
な
ど
は
、
ま
だ
レ
ン

タ
ル
サ
ー
バ
化
の
検
討
は
な
い
。

問　

空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て
、

今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　

今
年
3
月
か
ら
H
P
に
掲
載
。

現
在
の
登
録
件
数
は
2
件
。
広
く

P
R
し
て
多
く
の
登
録
を
目
指
し

て
い
る
。

〈
生
涯
総
務
課
〉

問　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
ト
レ

イ
ル
ラ
ン
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
を
。

答　

今
年
度
は
10
月
15
日
に
3
0
0

人
程
度
の
規
模
で
プ
レ
大
会
を
開

催
す
る
予
定
。
応
募
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
。
ロ
ン
グ
コ

ー
ス
21
㎞
、
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
10

㎞
の
2
コ
ー
ス
を
計
画
。

問　

市
の
P
R
の
た
め
に
何
を
売

り
出
す
か
。
企
画
力
が
非
常
に
大

事
だ
と
思
う
が
。

答　

専
門
業
者
と
協
議
・
検
討
し

て
い
く
が
、
県
外
の
幅
広
い
層
を

招
き
、
市
の
活
性
化
を
図
る
イ
ベ

ン
ト
に
し
た
い
。
地
元
自
治
会
や

市
内
団
体
・
企
業
に
協
力
を
依
頼

し
、
ブ
ー
ス
販
売
や
休
憩
所
で
の

飲
食
物
の
提
供
も
行
う
予
定
。

厚
生
常
任
委
員
会

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
件

（
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正
）

〈
保
険
課
〉

問　

改
正
に
よ
る
保
険
税
の
軽
減

対
象
世
帯
数
増
加
の
見
込
み
は
。

答　

軽
減
世
帯
数
は
、
前
年
度
比

較
で
5
割
軽
減
は
11
世
帯
増
の

5
8
9
世
帯
、
2
割
軽
減
は
10
世

帯
増
の
5
2
5
世
帯
を
見
込
ん
で

い
る
。

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
件

（
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）

〈
子
育
て
支
援
課
〉

問　

保
育
園
管
理
事
業
に
関
し
て
、

臨
時
職
員
を
募
集
し
た
が
集
ま
ら

な
か
っ
た
と
い
う
。
要
因
と
対
策

は
。

答　

甲
府
圏
域
内
の
他
市
に
お
け

る
臨
時
職
員
の
保
育
士
の
処
遇
を

鑑
み
、
賃
金
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を

行
い
、
切
れ
目
な
く
募
集
し
て
い

る
。
各
園
で
歩
調
を
合
わ
せ
た
運

営
か
ら
、
魅
力
や
特
色
の
あ
る
独

自
の
保
育
園
づ
く
り
へ
運
営
を
転

換
し
、
P
R
す
る
こ
と
で
、
応
募

保
育
士
や
潜
在
保
育
士
に
も
ア
ピ

ー
ル
を
し
て
い
き
た
い
。

印
鑑
条
例
の
改
正

〈
市
民
課
〉

問　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
利
用
状
況
は
。

答　

平
成
28
年
4
月
か
ら
の
1
年

間
で
印
鑑
登
録
証
明
書
は
2
2
0

件
、
住
民
票
謄
抄
本
は
2
6
2
件
、

戸
籍
謄
抄
本
は
27
件
、
戸
籍
附
票

の
写
し
は
9
件
、
計
5
1
8
件
。

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

〈
環
境
課
〉

問　

塵
芥
し
尿
処
理
事
業
1
5
0

万
円
増
額
の
内
容
は
。

答　

田
富
庁
舎
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
庁
舎
東
側
の
車
庫

棟
の
中
へ
移
設
す
る
た
め
の
も
の
。

〈
健
康
推
進
課
〉

問　

歳
入
に
つ
い
て
国
庫
補
助
金

1
0
3
万
5
千
円
増
額
の
説
明
を
。

答　

産
婦
検
診
の
補
助
金
。
平
成

29
年
7
月
か
ら
始
ま
る
が
、
当
初

予
算
編
成
時
に
は
国
の
方
針
が
確

定
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
今
般

予
算
計
上
し
た
。
産
婦
検
診
お
よ

び
新
生
児
聴
覚
検
診
に
2
0
7
人

を
見
込
ん
で
い
る
。

保
育
士
の
確
保
は

新
規
事
業
の
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
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産
業
土
木
常
任
委
員
会

下
水
道
使
用
料
値
上
げ
の
必
要
性
は

下
水
道
使
用
料
条
例
の
改
正

〈
下
水
道
課
〉

問　

値
上
げ
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

市
民
に
分
か
り
や
す
い
よ
う
詳
細

説
明
を
。

答　

総
務
省
が
示
す
水
量
1
㎥
あ

た
り
の
平
均
使
用
料
単
価
は

1
5
0
円
で
、
中
央
市
は
概
ね

1
1
1
円
。
こ
の
ま
ま
で
は
汚
水

処
理
に
係
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
が
3
億
1
、
1
0
0
万
円

程
度
必
要
。
こ
の
た
め
下
水
道
審

議
会
か
ら
の
答
申
に
基
づ
き
、
市

民
生
活
を
鑑
み
る
中
で
平
成
30

年
・
33
年
・
36
年
度
の
3
回
に
分

け
て
値
上
げ
を
行
い
、
総
務
省
の

示
す
単
価
に
近
づ
け
る
。

問　

料
金
改
定
に
よ
り
収
入
が
年

間
約
3
、
5
0
0
万
円
増
え
る
と

い
う
事
だ
が
、
老
朽
管
の
改
善
計

画
は
。

答　

ま
ず
は
市
街
化
区
域
内
の
認

可
区
域
の
整
備
を
優
先
的
に
進
め
、

耐
震
化
等
を
考
慮
す
る
な
か
で
老

朽
管
の
対
処
を
考
え
て
い
く
。

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

〈
農
政
課
〉

問　

法
人
に
対
す
る
ワ
イ
ン
用
ブ

ド
ウ
農
場
の
誘
致
場
所
に
つ
い
て

説
明
を
。

答　

基
本
的
に
は
耕
作
地
だ
が
3

分
の
1
程
度
は
耕
作
放
棄
地
も
含

ま
れ
る
。
周
辺
地
権
者
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
、
後
継
者
不
在

に
よ
り
継
続
管
理
が
困
難
と
い
う

回
答
が
半
数
程
度
あ
り
誘
致
を
進

め
た
。

問　

企
業
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば

同
様
の
誘
致
が
増
え
る
の
か
。

答　

地
区
に
よ
っ
て
実
状
が
異
な

る
。
ま
ず
は
地
域
農
家
に
よ
る
農

業
が
大
前
提
。
後
継
者
不
在
の
場

合
は
、
集
約
化
し
て
農
業
法
人
な

ど
地
域
の
担
い
手
に
誘
導
す
る
。

そ
れ
も
で
き
な
い
場
合
は
企
業
へ

斡
旋
す
る
と
い
う
流
れ
で
進
め
る
。

〈
商
工
観
光
課
〉

問　

北
茨
城
市
の
お
祭
り
で
は
中

央
市
の
何
を
P
R
す
る
の
か
。

答　

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
、
そ

の
時
期
の
特
産
で
あ
る
ト
マ
ト
を

持
参
し
P
R
を
行
う
。

　リニア中央新幹線対策特別委員会では、パブリックコメントを経て策定されたリニア活用基
本構想が示されました。また、市内各沿線自治会とJR東海との協議の進捗状況や、JR東海から
示された環状線とリニアに挟まれた土地への対応等についても確認されました。

　庁舎整備特別委員会では、庁舎整
備室担当者よりパブリックコメントを反
映させた増設庁舎建築基本設計の概
要版や概算費用、敷地外駐車場整備
の概要などの説明を受けました。特に、
新たに公表された洪水浸水想定区域
の見直しの結果を踏まえ、委員からは
安全面や機能確保については多くの意
見・質問が出されました。整備計画で
は浸水等に備えた対策をとるとのこと
です。 増改築される田富庁舎のイメージ

（※デザイン等は今後変更することがあります。）
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※日程等は定例会前の議会運営委員会で決定されます。変更される場合がありますのでご了承ください。
　詳細はHP等でもお知らせします。
※議会情報のHPもご覧ください。　http：//www.city.chuo.yamanashi.jp/gyosei/gikai_info.php
●議会は誰でも傍聴できます。（傍聴席36席）
　なお、本会議は田富庁舎1階ロビーでテレビ放映します。お気軽に、傍聴においでください。

9月議会は、次のとおりの予定となります。お気軽に傍聴においでください。平成29年9月定例会の予定

午前10時
午前9時30分
午前9時30分
午前9時30分
午前9時30分

開　会
総務教育常任委員会
総務教育常任委員会
厚生常任委員会
厚生常任委員会

（金）
（火）
（水）
（金）
（月）

1日
5日
6日
8日
11日

午前9時30分
午前9時30分
午前10時
午前10時
午前10時

産業土木常任委員会
産業土木常任委員会
一般質問
一般質問
閉　会

（木）
（金）
（火）
（水）
（金）

14日
15日
19日
20日
22日

表 彰表 彰 全国市議会議長会および山梨県市議会議長会より表彰されました。
各議員におかれましては、市政発展に尽くされ、その功績が認められたものです。

議長表彰
副議長表彰
議員15年表彰
議員10年表彰

感謝状（議長）
感謝状（副議長）

名執義髙議員
宮川弘也議員
山本国臣議員
宮川弘也議員
伊藤公夫議員
名執義髙議員
名執義髙議員
宮川弘也議員

山梨県市議会議長会表彰
議員20年表彰
議員15年表彰
議員10年表彰

感謝状（評議員）

田中一臣議員
山村　一議員
伊藤公夫議員
名執義髙議員
名執義髙議員

全国市議会議長会表彰

あなたの写真で
表紙をいろどってください！

※詳細は議会情報のHPをご覧ください。
　http：//www.city.chuo.yamanashi.jp/gyosei/gikai_info.php

今年度のテーマは
「アットホーム」です！「アットホーム」

〒409-3892
中央市臼井阿原301-1
中央市議会事務局
e-mail：gikai-boshu@city.chuo.yamanashi.jp

宛　

先
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臼井阿原第2

馬場喜美男

地域に貢献
　今年の3月末に36年間勤めた会社を定年で退職
し、妻の実家がある中央市（旧豊富村）に鎌倉市か
ら移住してきました。
　退職の際に職場の仲間に移住の話をすると、卓
球の平野美宇選手の出身地であることや、リニアの
話題に加え、甘くて美味しいスイートコーンの生産地
であること、全国規模の洋菓子メーカーの本社のこ
となどが周囲の口からいとも簡単に出てきたことに
は正直驚かされ、また少し誇りにも思えました。
　しかし、地域の不耕作地や空き家を目にすると、
中央市にもまた高齢化の波が早いペースで押し寄
せていることが実感できます。
　すぐに解決策は見つからないでしょうが、都会で
は見られない、今までこの地域で培われてきた連帯
感と互助の精神が意味を持つのではないでしょう
か。
　今年から周囲の協力を得ながら、妻の実家の母
と自分たちで消費する米作りに挑戦します。秋の成
果を楽しみにしています。

　「水門の開け方を教わり…。力を入れてハンドル
を回す…。」大変な作業を任されて初めて自治会の
責任ある役を受けたのは、現役を退いて2年ほど経
ってからである。現役の時は仕事一筋。でも地元に
は協力をしていたつもりだったが、分からない事ば
かりで恥ずかしい思いである。
　地域の先輩から話を聞いたり、仲間と意見を出し
合ったり、各世代との交流の機会も増えている。地
域を見つめることが、これからの私の生き方にも影
響を与えてくれることだろう。
　私ももうすぐ高齢者の仲間入り。「支えられる高
齢者」だけでなく、「支える高齢者」へと変化するこ
とが求められる時代である。これを機に、どんどん
地元・地域の行事等に参加していきたい。そして、お
こがましいが地域の活性化に少しでも貢献できるよ
う、また「地域社会の担い手」として、過ごしていき
たいと思う。
　そんなことを思いつつ、先日の自治会河川清掃時、
見回りのための自転車を漕ぐ足にいつもより力が入った。

木原

本間　英治

中央市に移住して

編　集　後　記

　48年ぶりの快挙。中央市が誇る卓球界のホープ平
野美宇さん。飛び抜けた才能と素晴らしい勝負強さ
が、世界に「ふるさと中央市」の名を響き渡らせました。
激しいラリーに懸命に食らい付き、世界で勝負してい
る17歳の乙女の姿にただただ感動の連続です。平野
選手の精神から学び、私たち議員も、1回1回の議
会運営を大切にしながら、市民の皆さまの「お声」
を届け、実りある議会にしていきたいと考えています。
　これからも平野選手のような人材を続 と々排出して

いけるようなまちにしていくことが私たち議員の役目
です。そんな思いを巡らせ、世界選手権の舞台で戦っ
ている姿をテレビで見ながら「編集後記」を書いてい
ます。

［田中　清］

発　行／山梨県中央市議会　　発行人／議会議長　河西　茂　　　編　集／議会広報編集委員会

議
会
広
報

編
集
委
員
会

委　員　長　　田中　　清
副委員長　　木下　友貴
委　　員　　渡辺　　亨　小池　章治
　　　　　　名執　義髙　福田　清美


